
平時から「顔の見える関係」を構築し 地域防災力の向上に直結する取組を推進 します！
各市町からの様々なニーズや要望に対し 市町ごとの 『連携担当』 を決め 応えます！

・窓口として常に同じ担当職員が対応するため、日頃から相談しやすく ワンストップでのやり取りが可能に。
・平時の関係構築や、市町個別の特徴を踏まえた実践的な研修・訓練を通じ、緊急時には気象台と連携した
円滑な防災対応を行うことが可能に。

●平時から「顔の見える関係」を構築し 気象、土砂、洪水、
地震、火山、観測・測器 等に関する皆さまからの問い合わせ
に “ワンストップ” で対応します
●各市町担当には 予報官、防災・地震火山担当官を配置
●地域の「我が事」感をもった防災力向上に直結する取組を
気象台を挙げて推進
－ 地域に密着した日頃からの情報の解説
－ 防災対応マニュアル等への助言
－ 実践的な研修・訓練計画への助言と参加
－ 気象や地震・火山等の特性・災害リスクを共有
－ 協議会の枠組での防災対応検討（河川、火山） 等

地域の気象防災に一層貢献するための気象台の取り組み

平時には

・顔を覚えてもらい緊密な関係構築
・緊急時対応の知見・認識を共有

・顔の見える関係で切迫感が伝わる解説を
・情報を的確に「理解・活用」した防災対応へ

A市 ・ホットライン
・予報官コメント
・JETT※派遣

各地域の個々の市町に対し より積極的かつ責任をもって対応 緊急時には

B町

A市

B町
・マニュアル助言
・勉強会
・市町村訪問

※JETT（気象庁防災対応支援チーム）

宇都宮地方気象台

相乗効果で取組を推進

各担当者による地域防災支援

地域防災官
地域防災係 を設置
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